
【
平
成

年
度
（
第

回
）

30

39
試
験
成
果
・
情
報
発
表
会
】

平
成

年
度
試
験
成
果
・

30

情
報
発
表
会
を
津
軽
会
場
は

２
月

日
に
平
川
市
文
化
セ

14

ン
タ
ー
で
、
県
南
会
場
は
２

月
日
に
南
部
町
立
町
民
ホ

20

ー
ル
「
楽
楽
ホ
ー
ル
」
で
開

催
し
ま
し
た
。

津
軽
会
場
に
は
３
５
０

名
、
県
南
会
場
に
は
１
２
０

名
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
津

軽
会

場

当
研
究
所
の
担
当
者
か

ら
、
「
無
袋
果
で
長
期
貯
蔵

可
能
な
リ
ン
ゴ
品
種
及
び
そ

の
貯
蔵
法
」
や
、
「
り
ん
ご

新
品
種
『
紅
は
つ
み
』
の
特

性
と
最
近
育
成
さ
れ
た
新
品

種
の
紹
介
」
、「
お
う
と
う
『
ジ

ュ
ノ
ハ
ー
ト
』
の
収
穫
適
期

の
指
標
」
、
「
平
成

年
の
黒

30

星
病
の
発
生
状
況
と
今
後
の

対
策
」
、
「
各
種
病
害
に
お
け

る
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
耐
性
菌
の
発
生

状
況
と
防
除
対
策
」
の
５
つ

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
終
了
後
に
は
、

「
リ
ン
ゴ
輪
紋
病
の
枝
感
染

及
び
果
実
感
染
に
対
す
る
各

種
殺
菌
剤
の
効
果
｣
や
「
低

温
発
芽
性
を
有
す
る
リ
ン
ゴ

花
粉
の
探
索
」
な
ど
主
要
な

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
す
る

と
と
も
に
、
成
果
発
表
し
た

貯
蔵
方
法
で
長
期
貯
蔵
さ
れ

た
り
ん
ご
品
種
（
無
袋
果
）

及
び
当
研
究
所
育
成
品
種
の

試
食
も
行
い
ま
し
た
。

○
県

南
会

場

津
軽
会
場
で
紹
介
し
た
５

つ
の
成
果
に
つ
い
て
、
当
研

究
所
の
担
当
者
か
ら
発
表
し

ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
「
西
洋

な
し
品
種
『
ジ
ェ
イ
ド
ス
イ

ー
ト
』
の
特
性
」
な
ど
の
特

産
果
樹
に
関
す
る
成
果
を
担

当
職
員
ら
が
来
場
者
か
ら
の

質
問
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
は
、
特
産
果
樹

防
除
暦
も
配
布
し
ま
し
た
。

【
お
う
と
う
｢
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
｣
生
産
技
術
研
修
会
】

３
月

日
に
、
県
南
果
樹

13

部
で
お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ

ー
ト
」
普
及
促
進
研
究
会
主

催
の
第
２
回
生
産
技
術
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
「
摘
芽
と
摘

果
併
用
処
理
の
効
果
」
や
「
お

う
と
う
病
害
虫
防
除
暦
の
改

正
点
」
に
つ
い
て
、
担
当
職

員
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ま
だ
肌
寒
い
圃

場
に
お
い
て
、
摘
芽
処
理
の

実
演
や
定
植
４
年
目
の
「
ジ

ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
若
木
の
生
育

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
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【
平
成

年
度
り
ん
ご
病
害

30

虫
マ
ス
タ
ー
修
了
式
】

２
月

日
に
、
青
森
県
り

25

ん
ご
協
会
講
堂
に
お
い
て
、

平
成

年
度
り
ん
ご
病
害
虫

30

マ
ス
タ
ー
養
成
事
業
修
了
式

が
執
り
行
わ
れ
、

名
が
新

43

し
く
病
害
虫
マ
ス
タ
ー
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
認
定
さ
れ
た
マ
ス

タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
ご
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

【
り
ん
ご
黒
星
病
防
除
技
術

研
修
会
】

３
月
７
日
に
、
県
「
攻
め

<写真提供 (公財)青森県りんご協会>

の
農
林
水
産
業
」
推
進
本
部

主
催
の
り
ん
ご
黒
星
病
防
除

技
術
研
修
会
が
当
研
究
所
の

研
修
館
で
開
催
さ
れ
、
農
協
、

地
域
県
民
局
等

名
の
参
加

60

が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
病
虫
部
の

赤
平
研
究
管
理
員
が
「
平
成

年
の
り
ん
ご
黒
星
病
の
発

30

生
状
況
と
今
後
の
対
策
」
と

「
り
ん
ご
病
害
虫
防
除
暦
の

改
正
事
項
」
を
解
説
し
、
り

ん
ご
果
樹
課
か
ら
は
「
優
良

防
除
技
術
事
例
集
」
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
り
ん
ご
黒
星
病

防
除
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
」
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
８
日
に
は
、
県

南
果
樹
部
研
修
館
で
も
開
催

さ
れ
、
県
内
の
り
ん
ご
生
産

関
係
者
間
で
、
防
除
対
応
の

確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
高
品
質
り
ん
ご
生
産
に
向

け
て
活
動
開
始
！
】

○
新

春
剪

定
大

会

１
月
７
日
に
、
(
公
財
)
青

森
県
り
ん
ご
協
会
主
催
の
平

成
年
新
春
剪
定
大
会
が
開

31

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
春
剪
定
大
会
で
は
、
同

一
会
場
で
３
年
間
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
か
ら
新
た
な
会
場
と

な
っ
た
弘
前
市
石
川
の
り
ん

ご
園
に
は
、
約
１
３
０
０
人

（
主
催
者
発
表
）
の
生
産
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

わ
い
性
台
樹
で
は
、
工
藤

智
栽
培
部
長
が
講
師
を
務
め
、

受
け
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
樹

の
剪
定
に
つ
い
て
解
説
を
交

え
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

○
剪

定
公

開
講

座

１
月

日
に
当
研
究
所
の

10

試
験
圃
場
に
お
い
て
、
青
森

県
り
ん
ご
わ
い
化
栽
培
技
術

研
究
会
主
催
の
「
詰
め
・
流

し
剪
定
の
公
開
講
座
」
が
行

わ
れ
、
約
２
３
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
め
た
「
き
お

う
」
、
「
ト
キ
」
、
「
シ
ナ
ノ
ゴ

ー
ル
ド
」
の
黄
色
品
種
の
剪

定
に
続
き
、
６
人
の
講
師
が

そ
れ
ぞ
れ
、
「
詰
め
」
剪
定
、

あ
る
い
は
「
流
し
」
剪
定
で

「
ふ
じ
」
の
幼
木
を
用
い
て

剪
定
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
研
修
館

に
移
し
、
栽
培
部
の
職
員
を

助
言
者
に
技
術
検
討
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
研
究
風
景
】

○
試

験
設

計
会

議

３
月
５
日
と
６
日
の
２
日

間
に
渡
っ
て
、
平
成

年
度

31

試
験
設
計
会
議
を
行
い
ま
し

た
。会
議
に
は
、
研
究
所
職
員

の
ほ
か
、
全
農
青
森
県
本
部

営
農
対
策
部
及
び
(
公
財
)
青

森
県
り
ん
ご
協
会
の
職
員
、

県
か
ら
農
林
水
産
政
策
課
と

り
ん
ご
果
樹
課
、
各
地
域
農

業
普
及
振
興
室
の
職
員
が
参

加
し
て
、
よ
り
一
層
生
産
現

場
に
と
っ
て
有
用
な
試
験
研

究
と
す
る
た
め
の
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

036-0332 黒石市牡丹平福民24 0172-52-2331、［県南果樹部］039-1527 五戸町扇田長下夕２0178-62-4111

（地独）青森県産業技術センターりんご研究所ニュース 2019（H31).3.18 No.84


